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1.　事業概要

１)　事業者名及び代表者
　    　株式会社　くちき
 　   　代表取締役社長　朽木 大貴

2)　所在地　
        　本社・資材置場　　〒880-2101　宮崎県宮崎市大字跡江386-4
　     　 福 岡 支 店　　           　〒810-0062　福岡市中央区荒戸1丁目14-10

　     　 大分営業所    　　〒870-0932　大分県大分市東浜2丁目7-20

3)　環境管理責任者
    　　　ＥＡ-２１　責任者　齊藤 祐二　

  　　　連絡担当者　　　　原田 紀江
        　　ＴＥＬ　0985-47-3585　　ＦＡＸ　　0985-47-3586

　     　　Ｅ-ｍｅｉｌ　　　info@kuchiki.co.jp

4)　会社創立日

5)　事業内容
　 　   　【建設業】・・国土交通大臣許可　(特-28) 第14021号

  建築塗装・住宅塗装・マンション改修・鋼構造物塗装・鉄塔塗装・プラント塗装

6)　事業規模

7)　対象範囲（全組織・全活動）
    対象組織(全社)・・・・本社・資材置場、福岡支店、大分営業所

    対象活動(全活動)・・建設業 [塗装工事業、防水工事業］

    対象期間・・2022年2月1日～2022年4月30日(臨時運用期間)

    環境経営レポート臨時版作成日・・2022年5月19日

８)　推進組織図

倉庫面積(㎡) 1240.0

福岡支店 大分営業所

代表者

EA21責任者

1947年10月

総務/事務局

2022年項　　　　　目　

工事等の件数

敷地総面積(㎡)

2021年

26

263

449.0

124.0

従業員数

工務部

事業所床面積(㎡)

(２)



　　　　　環  境　経　営  方  針

株式会社くちきは「エコロジー＆エコノミー」を経営理念として
建設工事業（改築・改修・塗装・防水）を通じて、地域の社会資本
の保全および個人資産の向上に貢献し、成果として人財育成・
適正利潤・地域貢献に邁進します。

１． 当社は事業活動を通じて環境経営マネジメントシステムを構築し、
     環境経営目標・環境経営計画を定め、環境経営システムの
     継続的な改善に努めます。

２．関連する法規制や取決め等を遵守するとともに、行政機関や地域等
　　の要請に協力します。

３． 事業活動に於いて、環境に与える影響を削減する為に次の事項を
　　 重点分野として優先的に取組みます。

　 ① 化石燃料や電気使用量の節減による、二酸化炭素排出量の削減

　 ② 事業活動により排出される廃棄物の削減と再資源化推進　　

　 ③ 節水活動による水使用量の削減

　 ④ 低VOC、環境改善機能、省エネ機能等の環境配慮型塗料の使用推進

４．創意工夫や新技術活用等で安全且つ効率的施工、及び環境に配慮
　　した施行に努めます。

　　この環境経営方針は、当社の全従業員に周知徹底するとともに、
　　環境経営レポートで一般に開示します。

　　　　制定：2022年2月1日

   　 株式会社 くちき
 　　代表取締役社長　朽木 大貴

(３)



3.　環境経営目標

　環　境　経　営　目　標

基準値 　2022年度 　2023年度 　2024年度

kg-CO2 全社 53,782 53,243 52,706 52,168

kWh 本社
(電灯)

4,102 4,061 4,020 3,979

kWh 本社
(動力)

21,469 21,254 21,040 20,825

L 事務所 7,034 6,964 6,893 6,823

L 現場 6,269 6,206 6,144 6,081

L 現場 4,126 4,085 4,043 4,002

袋 事務所 64 63 62 61

kg 現場 3,477 3,443 3,408 3,373

m3 本社 201.0 199.0 197.0 195.0

*各年度は、当年２月から翌年1月とします。

*基準値は2021年2月から2022年1月の実績を基準値としています。

*目標は、毎年基準値から1%づつ削減して、3ヶ年で3%の削減を目指します。

*購入電力の二酸化炭素排出係数は、令和4年1月公表、九州電力の調整後排出係数0.480を使用しています。

*一般廃棄物は最終処分量、産業廃棄物は混合廃棄物の削減を目標とします。

*混合廃棄物は平成5.8.10.13年の国交省調査結果の単純平均値　0.284t/m3を使用しています。

*自らが施工する製品の環境性能の向上及びｻｰﾋﾞｽの改善は、環境経営計画を順守する事を目標としています。

*化学物質を含有する塗料を使用することがありますが、削減が困難なため削減目標は設定していません。

　但し、出来るだけ環境配慮型塗料の使用を推進すると同時に、購入量の把握を徹底しています。

*福岡支店と大分営業所は営業活動のみで環境負荷が少ない為、削減活動を行いますが数値目標は設定していません。

軽油消費量の削減

一般廃棄物最終処分量の削減

産業廃棄物の混合廃棄物削減

環境経営計画を順守します
自らが施工する製品の環境性能の向上

及びサービスの改善

水使用量の削減

現場

単位

電気消費量の削減

取組み項目
（目標項目）（単位）

対象

１．二酸化炭素排出量削減

ガソリン消費量の削減

(４)



4.　環境経営目標の実績

＊2022年2月から2022年4月までの臨時運用期間の実績は以下の通りです。

単位 対象 目標値 実績 達成率 評価

kg-CO2 全社 15,330 13,734 111.6% 〇

kWh
本社

(電灯)
1,538 1,071 143.6% ○

kWh
本社

(動力)
6,305 7,270 86.7% △

Ｌ 本社 1,582 1,356 116.7% ○

Ｌ 工務部 1,901 1,992 95.5% △

Ｌ 工務部 1,350 761 177.4% ○

袋 本社 16 6 266.7% ○

kg 現場 1,445 1,360 106.3% ○

m3 事務所 73.3 55.0 133.2% ○

全社
環境経営

計画を順守
環境経営

計画を順守
－ 〇

　＊ 購入電力の二酸化炭素排出係数は、令和4年1月公表の九州電力調整後排出係数0.480を使用しています。

　＊ 化学物質を含む塗料等は現場で必要な分だけ購入して、出来るだけ在庫にならないように留意しています。

　＊ 評価　達成率100以上=〇　　80%～100%未満=△　80%以下=×

水消費量削減

自らが施工する製品の環境性能の向上
及びｻｰﾋﾞｽの改善

産業廃棄物(混合廃棄物)
排出量削減

取組み項目

二酸化炭素排出量

電気消費量削減

ガソリン消費量削減

軽油消費量削減

一般廃棄物(最終処分量)
排出量削減
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5.　環境経営計画と取組結果、及びその評価
　　
取組項目 活動内容 取組結果 評価

①不在箇所、不要箇所及び昼休み
　　時は消灯する

〇

②パソコン、コピー機等のＯＡ機器
　　は省電力設定に設定

〇

③空調の適温化〔冷房28℃程度、
　　　　　　暖房22℃程度〕を徹底

〇

①エコドライブ(ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ、
　急発進・空ぶかしの防止等)を徹底

〇

②現場への相乗りを推進する 〇

③段取り良い前準備で忘れ物を
　　無くし、折り返し運行の撲滅

〇

④不要な物を積んだままにしての
　　走行はしない

〇

⑤ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰや発電機など、使用しな
　い時はこまめにｴﾝｼﾞﾝをｽﾄｯﾌﾟ

〇

①ｺﾋﾟｰは裏紙使用や両面､縮小､
　　集約ｺﾋﾟｰ等に努める

〇

②ﾍﾟｰﾊﾟﾚｽﾌｧｯｸｽ等を利用し､
　　できるだけ紙を排出しない

〇

①資材発注時は仕様書を再ﾁｪｯｸして
　在庫を確認し、残余材の発生を抑制

〇

②現場で発生する混合廃棄物は、できる
　　だけ分別してﾘﾕｰｽ、ﾘｻｲｸﾙする

△

③廃塗料は固形化して廃棄する。 〇

①節水の徹底(節水ｼｰﾙによる意識高揚) 〇

②定期的な漏水点検の実施 〇

①出来るだけ環境配慮型塗料を使用する
  (大気汚染低減・健康負荷低減・省資源・省ｴﾈ)

〇

②騒音や振動、粉塵、飛散などに配慮した
　　施工の推進

〇

③創意工夫による工期短縮の推進 〇

①購入量の把握と管理強化 〇

②SDSによる取り扱いの徹底 〇

・産業廃棄物
　排出量削減

塗料などは、できるだけ必要量を発注する
ようにしているが、緊急の依頼などもあ
り、在庫量の確保も必要となっている。こ
の期間は現場発生の混合廃棄物と金属く
ずの産廃が発生した。梱包材などは、まと
めて業者へ回収をお願いしています。

・自らが施工す
る製品の環境
性能の向上

及びｻｰﾋﾞｽの改
善

出来るだけ水系塗料や無溶剤塗料、などに
よる大気汚染防止、弱溶剤塗料や抗菌塗
料、防カビ塗料などによる環境負荷低減、
高耐久塗料や再資源化塗料などによる省
資源化等を推進している。

化学物質
塗料購入台帳でRTR関連の塗料の購入量
をは把握くしている。又、SDSで取扱いの注
意点等を周知している。

・水消費量
　削減

全蛇口を閉めてメーターの動きを確認する
などの方法で漏水点検を実施しながら節
水意識の高揚を図った。

・化石燃料
　消費量削減

　1.ガソリン
　2.軽油

･電気消費量
削減

不在個所の消灯、ﾊﾟｿｺﾝ等の省電力設定等
で事務所の電灯使用量は目標達成できた。
ただ、年度末の事務作業等でエアコンの使
用が多かった為、動力の達成率が86.7%
で目標未達成となった。

・一般廃棄物
   排出量削減

コピー用紙の裏紙利用や縮小・編集ｺﾋﾟｰなどで
用紙削減に努めた。又、トナー容器などは納入
業者に持ち帰りをお願いするなどして、廃棄物
の削減を図った結果、3ヶ月間の不燃・可燃の
最終処分は6袋となり、目標は達成できた。

エコドライブの徹底や、現場ヘの相乗り、事
前段取り等を周知してガソリン消費量の節
減を図ったが、遠方現場等があり、工務部
門の達成率が95.5%であった。ただ、事
務所の省エネ効果が大きく、全社では
104.0%の達成となった。今後も不要なも
のを積んで走らない、ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ等は使用し
ないときはこまめにｴﾝｼﾞﾝをｽﾄｯﾌﾟする、現
場への相乗り推進等の徹底を図っていく。

(６)



６.次年度の環境経営目標及び環境経営計画

取組項目 活動内容

①不在箇所、不要箇所及び昼休み時は消灯する

②パソコン、コピー機等のＯＡ機器は省電力設定に設定

③空調の適温化〔冷房２８℃程度、暖房２２度程度〕を徹底

①エコドライブ（アイドリングストップ、急発進・急加速
　　及び空ぶかしの防止等）の徹底

②現場への相乗りを推進

③段取り良い前準備で忘れ物などをなくし、折り返し
　　運行の撲滅

④不要なものを積んだままにしての走行はしない

⑤ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰや発電機など、使用しない時はこまめに
　　ｴﾝｼﾞﾝをｽﾄｯﾌﾟさせる

①ｺﾋﾟｰは裏紙使用や両面､縮小､集約ｺﾋﾟｰ等に努める

②ﾍﾟｰﾊﾟﾚｽﾌｧｯｸｽ等を利用し､できるだけ紙を排出しない
　　ようにする

①資材発注時は仕様書を再ﾁｪｯｸして在庫の確認を行い
　　残余材の発生を抑制する

②現場で発生する混合廃棄物は、できるだけ分別して
　　ﾘﾕｰｽ、ﾘｻｲｸﾙする

③資材包装物は業者へ持ち帰りを依頼する。

①節水の徹底(節水ｼｰﾙによる意識高揚)

②定期的な漏水点検の実施

①出来るだけ環境配慮型塗料を使用する
    (大気汚染低減・健康負荷低減・省資源・省ｴﾈ)

②騒音や振動、粉塵、飛散などに配慮した工事を行う

③創意工夫による工期短縮の推進

①購入量の把握と管理強化

②SDSによる取り扱いの徹底

＊次年度の環境経営目標は、4ページの第一次環境経営目標に記載しています。

＊環境経営計画は、この1年間決めた事を徹底して実施します。

化学物質

･電気消費量
削減

・化石燃料
　消費量削減

　1.ガソリン
　2.軽油

・一般廃棄物
   排出量削減

・産業廃棄物
　排出量削減

・水消費量
　削減

・自らが施工する製
品の環境性能の向上

及びｻｰﾋﾞｽの改善

（７)



７.環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果
　　並びに違反、訴訟等の有無

　　当社の事業に関係する環境関連法規は、担当者が日建連のＵＲＬや協会情報、及び地域の

　　自治体に問い合わせる等して確認しています。

　　尚、環境関連法規制の遵守状況は3ヶ月毎に確認評価しますが、臨時運用期間の遵守状況を

　　確認した結果、違反はありませんでした。

　　また、関係当局からの指摘や地域住民からの訴訟などもありませんでした。

    現場での遵守状況は、安全パトロールや安全会議時などで確認しています

８.代表者による全体評価と見直し・指示

　　2006年からISO14001に取組んでいますが、2022年2月から新たにエコアクション

　　２１に取組始めて3ヶ月が経過しました。

　　このエコアクション21では、過去に消費したエネルギーによる二酸化炭素排出量を数値で

　　確認しましたが、改めて省エネ・省資源活動の重要性を認識した次第です。

　　これからは、掲げた環境経営目標の削減に全社員で取組み、低炭素社会や、循環型社会

　　など、持続可能な社会の形成に微力ながら尽力する所存です。


